
ゲノム 希少がん
小児・AYA
世代がん

高齢者がん 該当無し

臨床疫学 有澤　孝吉 〇

英語論文の読み方と書き方（英語論文作成法　共通講義） 福井　清 〇

原著論文と症例報告の記載法（英語論文作成法　共通講義） 福井　清 〇

臨床試験の意義と方法 楊河 宏章 〇

臨床試験実施の現状と課題 楊河 宏章 〇

外科治療 近藤　和也 〇 〇 〇 〇

化学療法 藤野 泰輝 〇 〇 〇 〇

造血幹細胞移植 安倍 正博 〇 〇 〇 〇

サポーティブテラピー 藤野 泰輝 〇 〇 〇 〇

治療薬の個人差と対応 後東 久嗣 〇 〇 〇 〇

緩和医療 寺嶋　吉保 〇 〇 〇 〇

がん患者の栄養管理 竹谷　豊 〇 〇

サイコオンコロジー 大森　哲郎 〇 〇

ライフステージにおける高齢者がん医療治療の特徴 吉田　卓弘 〇

口腔ケア 日野出　大輔 〇 〇 〇

小児・AYA世代がん
安倍　正博
桑原　章
中村　信元

〇 〇 〇

がんと遺伝 阿部　彰子 〇

肉腫 西庄　俊彦 〇 〇 〇 〇

小児がん 渡辺　浩良 〇

高齢者に対する外科的療法 吉田　卓弘 〇

クリニカルパスの本質と医療の質改善 若田　好史 〇 〇 〇

医療と情報 廣瀬  隼 〇 〇 〇 〇

インターネットを利用した情報検索 玉木  悠 〇 〇 〇 〇

新時代のデータ解析法データマインニング A.A.ガイベ   〇 〇 〇 〇

インフォームドコンセント 大田　哲郎 〇 〇

カウンセリングの理論と実際 大森  哲郎 〇 〇 〇

がん治療におけるリスクマネージメント 楊河　宏章 〇

移植医療と倫理的背景 安倍  正博 〇 〇

安楽死、尊厳死をめぐる法と倫理 田中　浩三 〇 〇

肺がん、がん性胸膜炎・心膜炎 軒原　浩 〇

胸膜中皮腫 滝沢　宏光 〇 〇

悪性リンパ腫 三木　浩和 〇 〇

白血病 三木　浩和 〇 〇

造血幹細胞移植、GVHDと免疫抑制剤 安倍  正博 〇

食道がんの診断と治療 丹黒　章 〇 〇

胃がん、がん性腹膜炎 吉川　幸造 〇

大腸がん 高山　哲治 〇 〇

肝がん 居村　暁 〇 〇

乳がん 丹黒　章 〇 〇 〇 〇

泌尿器がん 金山　博臣 〇 〇

原発不明がん 藤野  泰輝 〇 〇

乳癌の標準的治療 丹黒  章 〇 〇 〇

口腔がん 宮本　洋二 〇

腫瘍随伴症候群と合併症の管理 軒原　浩 〇

胃がん（化学療法） 宮本　弘志 〇

脊椎転移がん 西庄　俊彦 〇

がんゲノム医療の実際 滝沢　宏光 〇

希少がん
（悪性軟部腫瘍（軟部肉腫）総論・脂肪肉腫・平滑筋肉腫・横紋筋肉腫の診断
と治療・軟部肉腫の手術療法）

高山　哲治
佐藤　康史
宮本　弘志
藤野　泰輝
西庄　俊彦

○

がんの発生メカニズム 滝沢　宏光 〇

がんの生物学と遺伝学 井本　逸勢 〇

がん免疫 西岡　安彦 〇 〇 〇

がん化学療法総論 土屋　浩一郎 〇 〇 〇 〇

抗がん剤の臨床薬理, PK/PD 玉置　俊晃 〇 〇

抗がん剤の副作用とその対策 宮本　弘志 〇

がんの病理診断と病理検査法 常山　幸一 〇 〇

肺がんの画像診断 原田　雅史 〇

がんの画像診断(消化器) 原田　雅史 〇

臓器別がん治療各論
（島田光生先生）

講義名 教員氏名
（敬称略）

令和元年度　がんプロフェッショナル養成プラン　共通コア科目／がん専門医・薬剤師共通科目 徳島大学読み替え対応

科目
区分

（責任者）

授業科目の名称
（科目責任教員名）

悪性腫瘍の治療と管理
（丹黒章先生）

新規要素読み替え対応

研究方法論
（楊河宏章先生）

医療情報学
（廣瀬隼先生）

医療倫理と法律的・
経済的問題

（西岡安彦先生）

が
ん
専
門
医
・
薬
剤
師
　
共
通
科
目

（

丹
黒
章
先
生
）

がんのベーシック
サイエンスと
臨床薬理学

（土屋浩一郎先生）

がんの臨床検査・
病理診断・

放射線診断学
（原田雅史先生）

医療対話学
(大森哲郎先生)

共
通
コ
ア
科
目

（

丹
黒
章
先
生
）
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